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Summary
Plans for debris and sedinent control are characterized by the quality of
estimating the sediment discharge or the‐rate of sedinen  yield and trans―
pOrt.  Therefore, plans have been estabhshed in various methods estimating
the values.
In this paper, these methods are revie、ved an  evaluated after the fono、v_
ing conception: The process of sediment transport or delivary is subieCt tO
l)the amOunt of a■/ailable sedlments,2)tlle competence of streams in trans―
porting sediments,and 3)the resiStance of sediments against transportation.
Ancl the vahd estimatioA should take up these aspects coordinately with com―














































表-1 既往大災害における流送土砂量調査結果 (矢野義男による )










呉  災  害
赤城山周辺災害
錦 川 災 害
亀 岡 災 害
南 山 城 災 害
阿 蘇 災 害
有 田 川 災 害
門 司 災 害
安 曇 川 災 害
大 戸 川 災 害
猪 名 川 災 害
小 丸 川 災 害













































諫 早 災 害
瀬 戸 災 害
阿 知 川 災 害
中 津 川 災 害
金 峰 山 災 害
狩 野 川 災 害
富 士 川 災 害
福岡県北部 災 害
伊 那 谷 災 害
長 岡 災 害
多 良 災 害
西 谷 災 害




























































花 筒 岩 地 帯
火山噴出物地帯
第二紀層地帯















花 筒 岩 地 帯
火山噴出物地帯
第二紀層地 帯
















































河 川 名 流 域 面 積 単位面積あたり年平均 堆砂 量
年 平 均


































































































































































秩 父 古 生 層 秩父古生層 (石灰紀～二畳紀 ) 003～0075






古 第 三 紀 層 御坂層 0015








火 山性堆積岩 各種熔岩類および火山砕暦物 0120
水成性堆積岩 火山灰層および洪積層
沖 積 層 沖積層 0010～0005?
?
? 深成岩類および半深成岩類 花筒岩,閃緑岩,斑岩,ひん岩 0030



























Q∝(H//を)04/を懸                               (8)
にもどって考察してみよう。
物部公式とは
Q=0,2778デ・r・A   デ,流出係数                      (9)










































如利用条件まで含めた40のパラメー ター まで考えている7)しかし,これらのパラメー タ のー多くは,










雨量,期間内継続 5 0ηπ以上の雨量の年平均値,期間内継続1 00ππ以上の雨量の年間平均値および計
画貯砂量を要因として分析したのち,比堆砂量qs″/筋/yrの推定式をつぎのように与えた。
10g qs=_3,198-0.2059 1ogA+0 9687iOg Rr+1 213 10g?[E

















qs=aAb RrC MEd Rde
地 質 区 分 d
考 慮 せ ず
古生層・中生層
第3紀・第4紀
火 山 砕 暦 物
















































































































S=417 3 e l12c+950                        (16)






























10g y=a10g x+b (17)






























地 質 区 分
先 新 生 代 堆 積 岩
深成岩・半深成岩 。その変成岩















































































壊地平均勾配Dおよび洪水量 Iのうち崩壊からの流出分 I×Ad/1A(A:流域面積 )で決まる。
③関数形は,それぞれ〔洪水量〕×〔勾配〕2で与えられる。


















































































































































































2    5































































































































































































































竜 西 流 域 三 峯 川 流 域 新宮川・小渋川流域
腿 河道貯留 流域貯留 河道貯留 流域貯留 河道貯留






































流    域
河    道
補 助 基 準 点


















次河道への,2次流域から3次河道への,/   欠流域から4次河道への流出量がそれぞれ0,33,















































河 道 流 出 エ




































































温  見  川
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